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佐賀藩の儒学者で、多久聖廟建設の監

督・設計に携わった武富咸亮が、佐賀・大

財の私邸内に孔子様をまつる聖堂を建て

た記念に1713年に建てたもの。縁あって戦

後西渓公園に移されました。

たけとみともすけ

東原庠舎や工部省所管の鉱山寮で学んだ後、

長崎や佐賀の各地で炭鉱業の振興に尽力すると

ともに、大正7年には高取鉱業株式会社を設立。

実業家として成功するだけでなく、学校建設、教

育基金設立、道路開発など社会に大きく貢献し

ました。

とうげんしょうしゃ

多久神社は、弘化元年（1844年）、

多久家第11代領主茂族が、長信が

居住した「天理様御屋敷」と呼ばれ

るこの地に先祖への報恩と子孫の繁

栄を願い創建した神社です。

拝殿の「松浦捕鯨図」の絵馬や儒

者で教育者の草場船山の詩文を刻

んだ手水鉢などがあります。

多久八幡神社は、源頼朝から多久

領を拝領した鎌倉時代の御家人多

久太郎宗直が建久４年（1193年）に

建立した神社。元亀元年（1570年）

に梶峰城主となった龍造寺長信以

降多久家の崇敬を受け、明治３年ま

で修築その他の費用はすべて多久家

の寄進でまかなわれていました。

神殿が県の重要文化財に、樹齢

700年の三本杉が市の天然記念物

に指定されています。

高取伊好が寄贈した公

会堂で、16畳の部屋が3

部屋、部屋の周りには縁

が配置されています。

木造和風公会堂建築の

好例として平成11年に国

の登録有形文化財に指

定されました。

多久市の時代小説家滝口康彦の文学碑。直木

賞候補６回。「異聞浪人記」、「拝領妻始末」は

「切腹」、「上意討ち」というタイトルで映画化され

カンヌとベネチアの国際映画祭で受賞しました。

若い頃、西渓公園内の図書館に通っていたこと

からこの場所に碑が建てられました。

東原庠舎で学び日本

の発展に貢献した炭鉱

王・高取伊好、日本初

の工学博士・志田林三

郎、刑法学者・鶴田斗

南、儒学者で藩校弘

道館の教授・草場佩川

などを紹介した資料など

が展示されています。

旧石器時代後期の史

跡から発掘された史料

や多久家に関する資料、

筑紫筝曲の創始者 諸

田賢順ゆかりの筝など

が展示されています。

高取伊好は公会堂とと

もに図書館を寄贈しま

した。独立した村立図

書館としては全国的に

みても早く、県内初の村

立図書館でした。老朽

化のために取り壊され、

現在では赤いレンガ造り

の書庫が残っています。

炭鉱に関する資料や多

久の民俗資料が展示さ

れています。

とうげんしょうしゃ

くさ ば はいせん

　西渓公園は、多久家の家老屋敷跡を炭鉱王高取伊
好が大正９年から13年にかけて、巨額の私財を投じて
整備し、当時の多久村に寄贈したものです。桜や紅葉の
名所で、中世の山城「梶峰城」があった梶峰山（通称
「城山」）を背景に素晴らしいロケーションに恵まれてい
ます。

桜・
紅葉の名所

Tel 0952-75-3002
●月曜日休館

　（祝日の場合翌日休館）
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